
令和元年度新潟県放課後児童支援員認定資格研修実施要項 
 

 

1. 研修名称 

  令和元年度新潟県放課後児童支援員認定資格研修 

 

2. 主催 

  新潟県 

 

3. 研修運営 

  株式会社ニチイ学館（研修運営業務委託事業者） 

    

4. 研修日程及び時間 

別紙「令和元年度新潟県放課後児童支援員認定資格研修会 開催日程一覧」のと

おり 

 

5. 受講科目 

  次に記載する全１６科目（１科目９０分） 

   1－① 放課後児童健全育成事業の目的及び制度内容 

   1－② 放課後児童健全育成事業の一般原則と権利擁護 

   1－③ 子どもの家庭福祉施策と放課後児童クラブ 

   2－④ 子どもの発達理解 

   2－⑤ 児童期（6～12 歳）の生活と発達 

   2－⑥ 障害のある子どもの理解 

   2－⑦ 特に配慮を必要とする子どもの理解 

   3－⑧ 放課後児童クラブに通う子どもの育成支援 

   3－⑨ 子どもの遊びの理解と支援 

   3－⑩ 障害のある子どもの育成支援 

   4－⑪ 保護者との連携・協力と相談支援 

   4－⑫ 学校・地域との連携 

   5－⑬ 子どもの生活面における対応 

   5－⑭ 安全対策・緊急時対応 

   6－⑮ 放課後児童支援員の仕事内容 

   6－⑯ 放課後児童クラブの運営管理と運営主体の法令の遵守 

 

6. 研修会場 

  別紙「令和元年度新潟県放課後児童支援員認定資格研修 開催日程一覧」及び「令和

元年度放課後児童支援員認定資格研修 会場のご案内」のとおり 

   

 

7. 対象者 

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準第１０条第３項の各号（別紙条

項のとおり）※のいずれかに該当する者で、放課後児童支援員として放課後児童健全

育成事業に従事している者または従事しようとする者 

※ 平成30年度の認定資格研修から、以下の方に受講要件が拡大しています。 

 ・５年以上放課後児童健全育成事業に従事した者（高等学校卒業不要） 

  また、「教諭となる資格を有する者」については、「教育職員免許法第４条に規

定する免許状を有する者」と明確化されました。 



8. 科目の一部免除 

  既に取得している資格等に応じて、次のとおり研修科目の一部について免除すること

ができます。 

（1） 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準第 10 条第 3 項第 1 

号に規定する保育士の資格を有する者 

 2－④ 子どもの発達理解 

 2－⑤ 児童期（6 歳～12 歳）の生活と発達 

 2－⑥ 障害のある子どもの理解 

 2－⑦ 特に配慮を必要とする子どもの理解 

 

（2） 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準第 10 条第 3 項第 2 号

に規定する社会福祉士の資格を有する者 

 2－⑥ 障害のある子どもの理解 

 2－⑦ 特に配慮を必要とする子どもの理解  

  

（3） 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準第 10 条第 3 項第 4 号

に規定する教諭となる資格を有する者 

 2－④ 子どもの発達理解 

 2－⑤ 児童期（6 歳～12 歳）の生活と発達 

 

（4） 放課後児童支援員認定資格研修一部科目修了証の発行を受けている者はそ

の修了科目 

 

 

9. テキスト 

 放課後児童支援員都道府県認定資格 研修教材（発行：中央法規出版株式会社）を持

参すること。 

  ※別紙「放課後児童支援員都道府県認定資格 研修教材」申込書のチラシを参照のう

え購入してください。なお、テキストは昨年度と同じものを使用いたします。 

 

10. 受講申込方法 

（1） 別紙「受講申込書」（Excel方式）に必要事項を入力し電子メールで、各市町村

放課後児童クラブ担当課へお申込みください。 

（2） メール環境がない方は、別紙「受講申込書」に必要事項を記載し、各市町村放

課後児童クラブ担当課へ郵送または FAXでお申し込みください。 

 

11. 添付書類 

（1） 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準第１０条第３項の各号い

ずれかに該当することが分かる資料（いずれも写しで可）を添付してください。

（郵送または電子メール） 

第 1 号 保育士資格取得者 資格証 

第 2 号 社会福祉士資格取得者 資格証 

第 3 号 

 

 

高等学校卒業者かつ、2 年以上児童福祉事業に従事したも

の 

 

 

① 卒業証明書 

② 実務経験証明書 
それぞれ添付すること 

第 4 号 

 

教育職員免許法第４条に規定する免許取得者 免許状 

 



第 5 号 

 

 

大学において、社会福祉学・心理学・教育学・社会学・芸

術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当す

る課程を修めて卒業した者 

① 卒業証明書 

② 科目履修証明書 
それぞれ添付すること 

第 6 号 

 

 

大学において、社会福祉学・心理学・教育学・社会学・芸

術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当す

る課程において優秀な成績で単位修得したことにより、大

学院への入学を認められた者 

成績証明書 

第 7 号 大学院において、社会福祉学・心理学・教育学・社会学・

芸術学若しくは体育学を専攻する研究科又はこれらに相

当する課程を修めて卒業した者 

卒業証明書 

 

第 8 号 外国の大学において、社会福祉学・心理学・教育学・社会

学・芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相

当する課程を修めて卒業した者 

卒業証明書 

 

 

第 9 号 

た 

高等学校卒業者であり、かつ 2 年以上放課後児童健全育成

事業に類似する事業に従事した者であって、市町村長が適

当と認めたもの 

① 卒業証明書 

② 実務経験証明書 

③ 当該市町村長が適

当と認めたことが

分かる書類 
それぞれ添付すること 

第 10 号 5 年以上放課後児童健全育成事業に従事した者であって、

市町村長が適当と認めたもの 

① 実務経験証明書 

② 当該市町村長が適

当と認めたことが

分かる書類 
それぞれ添付すること 

(2) 一部科目修了証の発行を受けている方は「一部科目修了証」の写し。 

 

12. 申込期限  

  令和元年 8月 28日（水） 

   

13. 受講決定通知 

（1） 定員を超えた場合は、主催者側で調整します。 

（2） ニチイ学館新潟事務局より各市町村へ連絡します。 

（3） 市町村より受講者へ受講決定（受講案内等）のご連絡をします。 

 

14. 本人確認 

  運転免許証、健康保険証、パスポート等の公的機関発行の証明書を、受講の都度提示

してください。 

 

15. 修了評価 

（1） 適切に履修したことを確認するため、科目毎にレポート又はチェックシートを 

提出していただきます。 

  （2） 30 分以上の遅刻、早退、離席等があった場合は、当該科目は履修とはなりませ 

      ん。 

 

16. 修了証の交付 

（1） 全科目を適切に履修した方に修了証を交付します。 

（2） やむを得ない理由により一部の科目を欠席した場合は、履修済みの科目につい

て一部科目修了証を発行します。 



17. 注意事項 

（1） 本実施要項のほか、放課後児童支援員認定資格研修事業（都道府県認定資格研

修ガイドライン）、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を熟読

のうえ、申込・受講願います。 

（2） 本研修は来年度も継続して実施する予定です。なお、「放課後児童健全育成事業

の設備及び運営に関する基準について」に定める経過措置が令和２年３月 31

日に終了するため、「みなし支援員」の方は今年度中に全科目の研修を修了して

ください。 

 

 

18. その他 

  申込書等は以下のホームページにも掲載してありますのでご活用ください。 

 【新潟県ホームページ】 

    http://www.pref.niigata.lg.jp/katei.html 

  【ニチイ学館（ニチイキッズ）ホームページ お知らせ一覧】 

    http://www.nichiikids.net/topics/backnumber/2019 

 
 

19. 申込・問い合わせ先 

  株式会社ニチイ学館新潟支店（研修運営業務受託事業者） 

   〒９５０－００８８  

    新潟市中央区万代４－４－２７ ＮＢＦ新潟テレコムビル４階 

     ＴＥＬ：０２５－２４５－３９１３ 

     ＦＡＸ：０２５－２４８－４０５７ 

   E－mail：ec611j@nichiigakkan.co.jp 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.pref.niigata.lg.jp/katei.html
http://www.nichiikids.net/topics/backnumber/2019


 

別 紙   放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準【抜粋】 

（平成 26 年４月 30 日厚生労働省令第 63 号） 

 

（職員）  

【第 10 条第３項 抜粋】  

３  放課後児童支援員は、次の各号のいずれかに該当する者であって、都道府県知事

が行う研修を修了したものでなければならない。  

一  保育士の資格を有する者  

二  社会福祉士の資格を有する者  

三  学校教育法 （昭和二十二年法律第二十六号）の規定による高等学校（旧中等

学校令（昭和十八年勅令第三十六号）による中等学校を含む。）若しくは中等教

育学校を卒業した者、同法第九十条第二項の規定により大学への入学を認められ

た者若しくは通常の課程による十二年の学校教育を修了した者（通常の課程以外

の課程によりこれに相当する学校教育を修了した者を含む。）又は文部科学大臣

がこれと同等以上の資格を有すると認定した者（第九号において「高等学校卒業

者等」という。）であって、二年以上児童福祉事業に従事したもの  

四  教育職員免許法（昭和二十四年法律第百四十七号）第四条に規定する免許状を

有する者 

五  学校教育法の規定による大学（旧大学令（大正七年勅令第三百八十八号）によ

る大学を含む。）において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若し

くは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者  

六  学校教育法の規定による大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、

芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程において優秀

な成績で単位を修得したことにより、同法第百二条第二項の規定により大学院へ

の入学が認められた者  

七  学校教育法の規定による大学院において、社会福祉学、心理学、教育学、社会

学、芸術学若しくは体育学を専攻する研究科又はこれらに相当する課程を修めて

卒業した者  

八  外国の大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは

体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者  

九  高等学校卒業者等であり、かつ、二年以上放課後児童健全育成事業に類似する

事業に従事した者であって、市町村長が適当と認めたもの 

十  五年以上放課後児童健全育成事業に従事した者であって、市町村長が適当と認

めたもの   

 

 

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%93%f1%96%40%93%f1%98%5a&REF_NAME=%8a%77%8d%5a%8b%b3%88%e7%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%93%f1%96%40%93%f1%98%5a&REF_NAME=%93%af%96%40%91%e6%8b%e3%8f%5c%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000009000000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000009000000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000009000000000002000000000000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%93%f1%96%40%93%f1%98%5a&REF_NAME=%8a%77%8d%5a%8b%b3%88%e7%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%93%f1%96%40%93%f1%98%5a&REF_NAME=%8a%77%8d%5a%8b%b3%88%e7%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%93%f1%96%40%93%f1%98%5a&REF_NAME=%93%af%96%40%91%e6%95%53%93%f1%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000010200000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000010200000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000010200000000002000000000000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%93%f1%96%40%93%f1%98%5a&REF_NAME=%8a%77%8d%5a%8b%b3%88%e7%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=

